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授業における ICT活用に対する 中学校理科教員の意識とニーズ
一活用状況の違いによる差異に着目して一 
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対する教員の意識を高め, その方策の一つと してICT活用を位置づけることの重要性が指摘され
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性が指摘されて久しい。 現在, 学校現場において ICT 





こ とが示されている' )。 このよう な情勢を受け, ICT教
育に関する様々なプロ ジェクトが行われ, 数多 く のICT 
機器を活用した実践報告が見受けられるようになった。 
その筆頭として, 文部科学省主導の 「学びのイノベーショ






けた基礎的資料を得ることである。 近畿圈A県内の中学校134校の理科担当教員 (有効回答86名) を対象とした実
態調査を行い, ICT活用の状況を把握すると共に, ICTの活用 ・ 非活用群間で意識やニーズの差異を検討した。 その結果, 
理科の授業において ICT を活用している教員は, 全体の68.6%であった。 また, 活用群の方が非活用群に比べて, 生徒の
観察 , 実験, 探究などの学習活動を重視する傾向があり, 「学び合いの授業」 の実現にICT活用のニーズを有していた。 
これに対して, 非活用群の教員は, ICT機器の扱い方の困難さ, 整備状況の不備を理由に ICT活用に消極的であり, 従来
の授業スタイルを変えない範囲でのICT活用をイ メ ージしている傾向が示された。 これらの結果から, 今後の ICT活用
の推進に向けては, 理科室の ICT 環境整備を鋭意進めていく と共に, アクテイブラーニ ングの視点に基づく授業改善に
事業」3) が挙げられる。 これらの事業により, ICT を活
用した教育への効果が示され, 学校現場における ICT 
環境の構築に一定の成果をあげている。 教育における









大きな格差につながっている」 こ とが報告されている4)。 
ICT環境が十分に整っていない学校では当然, 授業にお




*兵庫教育大学大学院教科教育実践開発専攻生活 ・ 健康 ・ 情報系教育コース, 教育実践高度化専攻授業実践開発コース 教授
* *和歌山県有田川町教育委員会 * * * 常葉大学外国語学部 * * * *奈良教育大学教育学部
* * * * * 関西学院高等部 (非常勤講師) , 大阪電気通信大学総合情報学部 (非常勤講師) 
79 
* * * * * * 兵庫県南あわじ市立松帆小学校
平成29年4 月26 日受理





とが報告されている5)。 このことから, 今後の ICT活用




「観察, 実験の過程での情報の検索, 実験 , データの処
理 , 実験の計測などにおいて, コ ンピュ ターや情報通信
ネッ トワークなどを積極的かつ適切に活用するものとす
る。」 と述べられている6 )。 しかし, 科学技術振興機構
理数学習支援センターが実施した中学校理科教貝を対象
にした実態調査では, ICT活用に対して 「苦手」, 「やや
苦手」 の回答割合が47.36% であったことが報告されて
















格差は大きな障害となりう る。 特に後者は, ICT活用に


























調査は, 近畿圈にあるA 県下, 134校402名の公立中
学校理科教員を対象に行った。 その結果, 59校91名から
返信があり, 計86名の有効回答を得た(回収率 : 22.4 






者の状況を把握する項目と して, 教職経験年数, 中学校
理科教員免許の有無, ICT活用に対する自信, 理科の学
習指導で重視する事項, 理科の学習指導に対する困難感
「理科の学習指導におけ るI c T活用」 に関する調査
~ 和 山 県申学演理 担当数 対象 ~ 
【1 】 あ な た の i 数及び申学検理料 ISI 免許の右無 ( 時は除 く) を数え て く だ さい。
お よ そ 年 免許状 有 無
【2 】 l C T を活用 し た り, コ ン ュー タ を操作 する こ とに白信があ りま すか。
1 , 白 信がある 2 , ま あまあ 3 , す こ し 4 , 白信 がなし、 
【3 】 あ なた の理料援業につい て大切に している こ と を数え て く だ さ い。 t 
1 . 最新 の料学 l 術 を話發に取 り上:f るよ つに している。 4 3
2 , 料学 が日 常に密接にかか ってし、るに ついて大事に し てし、る。 4 3
3 , 学習内 9 と1tt業 の開保に ついて大引 二して いる。 4 :3
4 . 生命事重 や白然環境 0)保全に書与 する 度 の言成に めてし、る。 4 3
5 . 生往に白 分の考 え を発 させる機会をつく るよ つに し てし、る。 4 3
6 , 学習内客 が日常 の間 に応用で き るこ と を大事に して いる。 4 3
7 . 十分 な観表, 実験の時間 深究の時間 をつ く る よi に している。 4 3
8 , 実 の手 .順を生使自身に考え させ るよ うに している。 4 3
9 , 実 し た こ とから, どん な結論が得ら れる か考え させ るよ うに してし、る。 4 3





































【4 】 理料 の学習指 で国 つて いる, も し く は救 えに く い単元があれば救え て く だ さし、。 (複数回答可 )
1 , 身近 な 理現 2 . 電流と その利用 :3 . 通動 と工ネルキ 4ー . 身の回 り の物l
5 . 化学変化と 原子 ・ 分子 6 , 化学変化 と イ オ;,, 7 . 料学技 i ii と人間 8 . 植物10)生活と種額
9 , 動物 の生活 と生物の変速 1 0 , 生 0 0)追 : 性 1 1 , 大地o) リ 立ち と変化
1 2 , -表とそ一 の変化 1 :3 , 地球と字雷 1 4 , 白然 と 間 1 5 , 持にない
【5 】
「6 1 
理料 (J)援業でど く ら い の境度でl C T 活用 を していま すか
1 . 元 を間:lつ すいつt 2 , 里元 面 を特定 して 3 . 金 ( 活用し てし、ない。
【5 】 で1 , 2 と回答 し た人は具体的な活用の11方に ついてし、く つか数え て くi きし、。 
活用 o)意図 や 面 l 機器 やコ ン テ ン ツ
0 数師が実験の説明をすると き, 実 
験装置拡大 して;b かり やすく 
実物l投能器と プロ ジェ ク タ 
図1 
面 へ
【7 】 【5 】 で3 . ま った ( 活用 してし、なし、と回答 した入は理由 を数 え てく だ さし、.
1 , 準 が大変 2 , 扱い方がわから なし、 :3 , 効集が感 じら れない 4 . 使し、たい機器がそ ろ ていない
5 , コ ン テンツ がそろ っ ていなし、 l5 , その他 ( )
【8 】 通数空 で利用可 なl O T 標器 を数え て く だ さL、 ( 数回答可 ) 
1 , プロ ジェ ク タ 2 , 実物l 能機 3 , パソ コ ン 4 , ンi タ Jしテし ヒ 5 , ・i : ジ タルi3 メ フ
6 , 一ァ 、;; ル l: オ 7 . 電子里 lJii 8 , イ ー - ネ ッ ト 9 , そ の他 ( ) 
【9 】 上記 の以 外に理 室で営設 き て いるl C T 快器 を数え て く だ きい。 (複数回答可 ) 
1 , プロ ジェ ク タ 2 , 実物l 能機 3 , パソ コ ン 4 , ジ タルテし ヒ 5 , , ; ジ タルカ メ フ
6 , 一ァ ー;i ル l: 一ァ オ 7 . 電子里 t 3 , イ ン - ネ ッ ト 9 , そ の他 ( ) 
【1 0】 ど の単元 でl C T活用 し た 業 を したいと 恩 いま すか ( 複数回答可 )
1 , 身、 な 理現 2 , 電流 と その利用 3 , 通動 と 工ネJレキ一4 , 身の回 り の物l質
5 . 化 変化と 原子 ・ 分子 6 . 化学変化 とイ オン 7 . 料学技術と入間 8 . 植物l の生活と組額
9 , 動 の生 と生 の変 1 0 , 生合 (r)追 i 性 1 1 . 地 の成 り 立 ち と変1' l
l 2 , 気發 とそ の 化 1 3 , 地號と字商 1 4 , 白 然と入聞 1 
【1 1】 l 
1 . 
C T 用に ど のよ つな効果を期待 していま すか 
















2 . 生往に 習翌盟 を把短 し, つかませる。 4 3 2 1 
:3 , 生往に か りやすく 説明 した り, 思考や理解 を深め させる。 4 :3 2 1 
4 , 生 に学習内書のま と めで生 に如 の定3 を図 ら せる。 4 3 2 1 
5 . 生使が信 を収集する。 4 3 2 1 
l5 , 生往が考え を文拿に まとめた り, べたこと を や図にま とめる。 4 :3 2 1
7 , 生従 が伝え たし、こ と を他(f )生 に か り やすく 発義 した り, 義現す る。 4 3 2 1
e . 生往がド リ ルなどのソフ ト を活用 し, 習内客の定基 をは かる。 4 3 2 1
【1 2】 ど のよ う な数tオがある と i C T 活用 した 業がしやすし、ですか。
1 , 数 f ifi が使 i 数 tオ
2 , 生 i t が使 つ数 tオ
[ 1 3】 今種, どんな l C T 活用 がしたL、で すか。 あなた,jり考 え をおa き く だ さし、。 





ある」~ 「自信がない」 の4件法を設定した。 理科の学
習指導で重視する事項については, 科学技術振興機構と
国立教育政策研究所が2008年に実施した中学校理科教師
実態調査 ・ 調査票A7) に基づく10項目を設定し, 「とて
も」~ 「ほとんど」 の4 件法で尋ねた。 理科の学習指導
に対する困難感について, 中学校理科の内容 8) 14項目
(例 :
など) , 
「1 . 身近な物理現象」, 「2 . 電流とその利用」, 
「15. 特にない」 の1 項目の計15項目と, 
例 ( 自由記述)」
択を認めた。 





に, ICT活用状況, 具体的な活用方法, ( ICT非活用で
あれば) 非活用の理由, そして普通教室及び理科室で利
用可能な ICT機器を尋ねた。 ICT活用状況については, 
「1 . 単元を間わずいつも」, 「2 . 単元や場面を特定し
て」, 「3 . 全く活用していない」 を設定した。 具体的な
活用方法については, 活用の意図や場面 , 機器やコ ンテ












「パソ コ ン」, 「デジタルテ














(例 : 「1 . 





「2 . 電流とその利用」, 





















通教室で利用可能な ICT機器の集計結果を表1 , 理科
室に常設されているICT機器の集計結果を表2 に示す。 
理科室に常設されている利用可能なICT機器は普通教









は, 「単元を問わずいつも」 と 「単元や場面を特定して」
の回答が68.6% を占め, 理科室の整備状況が不十分にも
関わらず多 く の理科教員がICT 活用を行っているこ と
が把握された。
一方, ICT活用を全く しないと回答した教員の割合は
31.4% であった。 その理由と しては, 「扱い方がわから
ない」(40.7%) , 「準備が大変」(37.0%) , 「機器がそろ
ていない」 (18.5%) という記述が多かった (表 3 )。 
っ?
のことから, ICT活用を全く しない教員は, ICT機器の
扱いの困難さ, 学習環境の整備の不十分さを感じている
ことが示された。 上記の実態を持つ者の傾向と して, 以
後の分析を進める。






項日 度数 割合 項目 度数 割合
パソ コン
ブロ ジェ ク タ
デジタルカメ ラ
実物投影機
デ ジタルテ レ ビ












































































デ ジタルテ レ ビ
実物投影機
プロ ジェ ク タ
デ ジタル ビデオ







































































森 山 潤 長
たく活用していない」









非活用群間で比較した (表4 )。 
分の考えを発表させる







も有意に高かった。 このことから, 活用群の方が, 
用群に比べて, 生徒に発表させる機会をつく






表 3 ICT非活用群におけるICT を活用しない主な理由
度数 割合











を集計した。 その結果, 全体では 「地球と宇宙」 と回答
した教員が最も多かった(33.7%)。 これをICT活用 ・ 
非活用群間で比較した (表 5 )。 -,c2検定の結果 , 「電流と
その利用」 に対して学習指導の困難感を有する教員の比
率が, 活用群 (18.6%) より非活用群 (40.7%) の方が
有意に多かった (p<.05)。 このことから, 非活用群の教??????は 「電流とその利用」 の内容について理科の学習指導
おいて困難感を感じている傾向が示唆された。 
その利用」 の学習は, 生徒にと




ンや シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
どの ICT活用の効果が得やすい内容である。 直接的
データと して示されているわけではないが, ICT活用


































表 4 理科の学習指導で重視する事項における ICT活用 ・ 非活用群の差異
(p<.05) c 
活用群(n=59) 非活用群(n=27) 



















































































































































































































































































原理や法則の理解を深めるためのものづく りをおこなうようにしている 2.15 0.93 1.89 0.93 t(84)=1.22 ns 
**p<.01 
表5 理科の学習指導に困難を感じる学習内容における ICT活用 ・ 非活用群間の差異
活用群(n=59) 非活用群(n=27) 





















































植物の生活と種類 2 3.4% 2 7.4% x2 (1)=0.59 ns 
動物の生活と生物の変遷 2 3.4% 0 0.0% x2(1)=0.56 ns 
生命の連続性 0 0.0% 0 0.0% p=1.00 ns 
大地の成り立ちと変化 11 18.6% 3 11.1% x2(1)=0.53 ns 
気象とその変化 10 16.9% 1 3.7% χ2(1)=0.16 ns 
地球と宇宙 18 30.5% 11 40.7% x2(1)=0.46 ns 
自然と人間 7 11.9% 1 3.7% x2(1)=0.28 ns 
特にない 7 11.9% 2 7.4% x2 (1)=0.71 ns 





ICT活用に期待する効果における ICT活用 ・ 非活用群間差異
活用群(n=59) 非活用群(n=27) 





















































































































































































































生徒が ドリルなどのソフ トを活用し, 学習内容の定着をはかる 1 .81 0.90 2 .33 0.92 t  =2 .47 * 
*p<.05 
表 7 ICT を活用したい学習内容における ICT活用 ・ 非活用群間の差異
活用群(n=59) 非活用群(n=27) 












































































































































































































































特にない 3 5.1% 3 11.1% (1)=0.37 n:s 
群間の差の検定 : 2 検定及び直接確率計算法 (両側) 
**p<.01 *p<.05 












活用 ・ 非活用群間で比較した(表 7 )。 ;)c2検定の結果, 
「植物の生活と種類」, 「動物の生活と生物の変遷」, 「生





ICT活用 ・ 非活用群の自由記述を整理した。 その結果, 
両群でシミ ュレーショ ンやモデル化, 静止画や動画, ア
シヨンによる提示に関する記述が多かった。 さ ら
に活用群では 「電子黒板の活用」 (11.9%) , 「学び合い
の授業」 (8.5%) , 「生徒の発表」(5.1%) といった記述














方で, 理科室の ICT 環境の整備状況は依然と して不十
分であり, ICT活用を行わない教員は機器の扱い方, 整
備状況を活用しない理由に取り上げていた。 これらの理
由からは, まずも ってICT 環境の整備を進めるこ との
重要性を改めて指摘することができる。 加えて, ICT活
用を苦手に感じる教員にと っては, 取扱いの容易なイ ン









森 山 潤 長 田 和 浩 阪 東 哲 也
たり, 観察, 実験, 探究の時間をつく ったりすることを
より重視している傾向が示唆された。 また, 活用群では
「電子黒板の活用」 や 「学び合いの授業」 などへのニー





タイルを変えない範囲でのICT 活用のイ メ ージしか保
持していないのではないかと考えられる。 前者のよう な






めるための選択肢と してのICT 活用を敬遠するこ との
ないよう に, 教員の ICT活用指導力を適切に高めてい








結果, 本調査の条件内で以下の実態が把握された 0 
1 ) 理科の授業において 「単元を問わずいつも」 または
「単元や場面を特定して」 ICT を活用している教貝
は, 全体の68.6% であった。




3 ) これに対して, 非活用群の教員は, ICT機器の扱い
方の困難さ, 整備状況の不備を理由に ICT活用に
消極的であり, 従来の授業スタイルを変えない範囲
での ICT 活用をイ メ ージしている傾向が示された。 
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